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課題名

試験研

究年次

Ｉ目的

1５無毒化苗木の変異性検定およ び育苗改善技術

（２）カンキツ穂木の最適貯蔵条件
分類

６２～２年（完了）

カンキツ穂木の貯蔵条件が、その後の接ぎ木や活着に及ぼす影響を明
かにして、穂木貯蔵技術確立に資する。

1１試験方法

１供試材料

興津早生、大津４号、マーコツト、スイートスプリングの各穂木
２処理方法．

（１）貯蔵の温度及び期間

②

ら

６３年３月９日採穂後、穂木を袋（ポリエチレン製、厚さ０．１ｍｍ）に密
閉し、４°Ｃ、７°Ｃ、室温の各温度条件下で貯蔵し、４８，５９，６８日後に接
ぎ木を行った。同棟に、２年は３月１日採穂後４°Ｃ、１０℃、室温の各温
度条件下で貯蔵し６１日後に接ぎ木を行った。

（２）貯蔵法

１年３．月１日採穂後、密閉：穂木袋の口を密閉、解放：穂木袋の口を
解放、乾燥：採穂後５日間室内で自然乾燥し、後穂木袋に密閉、の３
区を設定、貯蔵は５～１０°Ｃの地下室で行った。対照には興凍早生を接
ぎ木当日採穂した。何れの処理区も．４月２６日接ぎ木を行った。

（３）乾燥の程度

大津４号を２年３月２０日に採穂、４月２５日穂木調整後、５月６～９日Ｉこか
けて屋内に放置し自然乾燥で、水分含量の異なった区を設定した。区
は調整時の水分『含量（４６．４％）を１００として、４０，７０，９０，９８の４区
とした。５月９日接ぎ木を行った。

、主要成果の概要

穂木の活若やその後の生Ⅲ育から、穂木の貯蔵は４～１０℃の温度変化の少
ない低温領域で行い、採穂した時点より穂木の水分含量を２～３％の減少に
とどめる必要がある。

１興津早生、大$津４号とも４℃、７℃区では、 ６８日間貯蔵後でも活着率

は１００％である。マーコットは５９日間貯蔵後から活着率は低下する。室
温では～各品種とも貯蔵期間が長くなると活着率は低下する。特にマー
コットの活着率は低い。穂木貯蔵中、温度変化の激しい室温では、穂木
の腐敗や発芽がみられる。

２貯蔵法により穂木内水分含量の減少に差がみられ、採穂時点より水分
含量が２～３％の減少にとどまった場合、活着率、春枝伸長量は良好であ
る。しかし水分含量が１８～２０％減少すると活着率は低下する 。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表貯蔵温度及び貯蔵Ⅲ間と接ぎ木活着･率（６３年）
貯蔵４８日間貯蔵５９日間貯蔵６８日間

4/２１接ぎ木５/2接ぎ_水５/１１接ぎ木

本％本％本％

４°Ｃ区１６１００１６９４１６１００

興津早生７°Ｃ区1６１００１６１００１６１００
１００１８.………….-室温区___-.入9…..…________….…_皿0-…_…2pL_____-.8.q_______‐

４°Ｃ区１４１００１４１００１６１００

大津４号７℃区１８９４１６１００１４１００

１００２０.…_…__．____室温区_.…２０.…_．___._____……--．皿0.____…2pL------9.q_.…_.‐
４°Ｃ区１４１００１６１００１６１００

メ

マーコツト７°Ｃ区１６１００１８８９１６９４

品種処理穂木内水分含量一接木本数活着率春枝伸長風

％ 本％ｃ、

ｽイート密閉５３．３９８８０８１ １２

スフ・リング解放〃９９８０８８

〃 ０．.….……___蕊燥__…_…….….a2-_______…_型…_______…….…_________．q___‐
密閉４８．６１００８０８７１３

）

大津４号解放〃９７８０９５１５

〃８０６.______________乾燥….---．_______________…-..5｣q_____________４.…_._____________‐

注）対比は、採穂した時点の穂木内水分含量を１００とした場合の指数

第３表穂木の乾燥程-度と活着率（大津４号）（２年）
処理区接ぎ木本敬一活着率春枝伸長最(6/12)
4０４４本０％０ｃｍ

７０４４１４２

９０４５９６１１

９８４６１００１２

注）処理区は、調整時の水分含匝（４６．４％）を１００とした場合の指数

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

カンキツ苗木生産や高接ぎの際の;…穂木貯蔵に活用できる。

Ⅵ今後の研究上の問題点

ユ組織培養等を利用した長期貯蔵技術の開発

２接ぎ木に好適な穂木内水分含瞳を、外観か

Ⅶ．資料名
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ら2ﾘ断する技術確立。

１６３，元年度福岡県農業総合試験場果樹苗木分場試験成縦番
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２ うじ， 2年度常緑果樹試験研究成緬概要集（農林水産省果樹試験場編集）
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